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[背景・ねらい］

ユメヒカリは刈り遅れにより品質が低下しやすく、刈取適期幅が狭いといわれている。

このためユメヒカリの品質向上を図るためには刈取適期を明確化し、刈り遅れを防止する

必要がある。そこで、ユメヒカリの刈取適期の判定基準を作成する。

[成果の内容・特徴］

①ユメヒカリの刈取適期の判定基準は次のとおりである。

ユメヒカリの刈取適期の判定基準
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[成果の活用面・留意点］

①水稲栽培技術指針に登載し、ユメヒカリの収穫時期の判定に活用する。

②ユメヒカリは出穂期後の日照条件により刈取適期の出穂期後積算気温が変動しやすく、

このため積算気温、籾水分及び黄褐色籾数比率より総合的に判断する必要がある。

注）①標準的な生育(㎡当り籾数3.0～3.2万粒)の場合。

②寡照条件では刈取適期の出穂期後積算気温は高くなる。

③籾水分１％の減少に対応する積算気温は、降雨の影響がない条件

での値である。

－４２－

ユメヒカリの刈取適期の判定基準

[要約］ユメヒカＬの型聖適遡の皇腿は籾水分28％、

積算気温840～880℃であり、

気温980～1020℃である。

黄褐色籾数比率70％、出穂期後

晩限は籾水分24％、黄褐色籾数比率87％、出穂期後積算

筑後分場・普通作物研究室 連絡先 0944-32-1029
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lⅡ恕則後輔算気温（℃）

図８黄褐色籾数比率の推移

注）①成熟期は１０月23日、㎡当り穂数は382木、㎡当り籾散は31,000粒であった。
②鮒玄米亜歩合及び検査等級は、粒厚1.8m目以上の玄米についての値。
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表２刈取時期と積算気温、籾水分、黄褐色籾数比率及び外観品質（平成４年）

刈収時期(月／日）１０/１４１０/１６１０/１９１０/２１１０/２３１０/２６１０/２８１１/２
出秘期後繭算気温（℃）７７０８１】８６５８９６９３２９７６１００４１０７４
－－－■－－－ーローーーーーーｰ｡一一ローーーーーーーーーーロー‐－－－－－口－－■＝－－－－■一一－－■ｰ－－＝－－－－－－一－－－■ｍＣ－－－－＝－ｰ‐ニーーーーーー‐ｰ一

籾水分（％）３０．７２７，９２７．５２６．６２５．８２４．２２４．１２２．６
菰褐色籾粒数比率（％）５８６８７６８０８３８６８８８９
鯛玄米亜歩合（％）８４８６８９９３９０９３９４９４
検査等級２上１中２上２上２上１下２中２中
腎未熟米粒数比率（％）１３５９４３１２o
うす茶米粒数比率（％）３４６９１２１１２１２２

出秘期後煎算気温（.Ｃ）
図２籾水分の推移


